観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●本文の朗読など，適切な音量で発話・朗読しようと努めている。
●本文の内容を理解し，筆者の気持ちをくみ取ろうと努めている。
●内容の展開を理解しながら読み，読んだ内容について意見や感想を述べようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文の内容に関する英問に英語で答えることができる。
●適切な位置に区切りを入れながら，本文を朗読できる。
●英語のいろいろな質問に対して柔軟に答えることができる。
●読んだり，聴いたりした内容を英語で説明できる。

	
	書くこと
	●本文の内容を英語で要約して書くことができる。
●分詞構文，関係副詞when，強調構文「使役動詞have〔has＋目的語（人・物＋過去分詞」を用いて英文を書くことができる。
●英語でいろいろな質問文を書くことができ，また質問文を読んで，必要な情報を含んだ答えを書くことができる。
①分詞構文を用いて英文を書くことができる。
②関係副詞when を用いて英文を書くことができる。
③強調構文を用いて英文を書くことができる。
④ 使役動詞have〔has〕＋目的語（人・物）＋過去分詞」を用いて英文を書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●本文の英文を聴いて，その内容を理解することができる。
●英問やTrue or False? の英文を聴いて，その内容を理解できる。
①分詞構文を用いた英文を聴いて，その内容を理解できる。
②関係副詞when を用いた英文を聴いて，その内容を理解できる。
③強調構文を用いた英文を聴いて，その内容を理解できる。
④「使役動詞have〔has〕＋目的語（人・物）＋過去分詞」を用いた英文を聴いて，その内容を理解できる。

	
	読むこと
	●本文の内容を正確に理解することができる。
●本文の内容に関する英問を正確に理解できる。
①分詞構文を用いた英文を読んで，その内容を理解できる。
②関係副詞を用いた英文を読んで，その内容を理解できる。
③強調構文を用いた英文を読んで，その内容を理解できる。
[bookmark: _GoBack]④「使役動詞have〔has〕＋目的語（人・物）＋過去分詞」を用いた英文を読んで，その内容を理解できる。

	言語や文化についての知識・理解
	●「英漢字」とはどのようなものかを理解できる。
●創造力や自分を信じる心の大切さを認識できる。



